
発行：株式会社金融リテラシー研究所　編集協力：株式会社八十二銀行　投信データ提供：モーニングスター株式会社

17会場で計500人が参加！　
「分散投資」の魅力を再発見

あなたの街の八十二銀行

～これだけは押さえたい3つのポイント～

南松本支店
はちにの投信教室
「分配金」

震災後のお金との付き合い方

自分らしく生きることは
自分らしくお金を使うこと

鎌田 實

1時限目

特集はちにの資産運用セミナー誌上報告

は ち に の
マネーらい ふ

創刊号
2 0 1 1年 夏号

発行
2011年7月20日

連載コラム 第一回



●本誌は、投資信託等に関する情報の提供を目的として株式会社金融
　リテラシー研究所が作成したご参考資料であり、特定商品や有価証券
　等の勧誘を目的としたものではありません。
●本誌は、作成日現在の信頼できる情報に基づいて作成されておりま
　すが、完全性を保証するものではありません。

初夏の早朝の美ヶ原高原。朝は霧がたち
こめ、１ｍ先も見えないほどの天候でした
が、気を長くしてのんびり待っていると、次第
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震災後の日本経済は復活するか？！

12
はちにの投信教室　1時限目　
「分配金」
～これだけは押さえたい3つのポイント～
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15 はちにの投信データ

投資信託は預金商品ではなく、元本の保証はありません。投資信託の基準価額は、組入れ有価証券等の値動きにより変動するため、投資元
本を割込むリスクがあります。主なリスクには、組入れられる株式・債券などの価格変動による「価格変動リスク」、発行体の経営・財務状況や
外部評価などの変化による「信用リスク」、「新興市場上場株への投資リスク」、日本以外の外国の株式・債券などを組入れ有価証券などとし
て投資を行う場合、為替相場の変動による「為替変動リスク」などがあります。これらのリスクはお客さまご自身にご負担いただきます。投資され
るファンドのリスク・留意点等の詳細につきましては、当該ファンドの「投資信託説明書（交付目論見書）」を必ずご覧ください。

投資信託に関するご留意事項
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南松本支店
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表紙の写真

■投資信託のリスクについて

○投資信託は預金ではなく、預金保険制度の対象ではありません。
○当行は投資者保護基金の会員ではなく、同基金による保護の対象ではありません。
○当行は投資信託の販売会社です。投資信託の設定および運用は、投資信託委託会社が行います。

投資信託をご購入の際は、目論見書を十分にご確認のうえ、ご自身でご判断ください。目論見書は、八十二銀行の本支店にご用意しております。
（当行ホームページでもご覧いただけます。）

■その他ご留意点について

投資信託は、ご購入時等に各種手数料がかかります。投資信託全般にかかる主な手数料は、平成23年6月24日現在以下の通りです（八十
二銀行では、以下の手数料率を上限に手数料をいただきます。なお手数料は各ファンドにより異なります）。投資されるファンドの手数料等の
詳細につきましては、各ファンドの目論見書でご確認ください。
【申込手数料率】申込金額の最大3.15％（税込）
【信託財産留保額】換金時の基準価額の最大0.50％
【信 託 報 酬】ファンドの純資産総額に対し年率2.0％以内（税込）
　　　　　　　　※投資対象ファンドが成功報酬制を採用している場合、成功報酬額は運用実績により変動しますので、事前に料率・
　　　　　　　　　上限を表示することができません。
＊各ファンドにかかる費用の最大合計額は、保有期間等に応じて異なりますので表示することができません。

■投資信託にかかる手数料など諸費用について

。



震
災
後
の
お
金
と
の
付
き
合
い
方

復
興
支
援
の
た
め
に
、

貯
め
て
い
る
お
金
を

消
費
と
投
資
に
回
そ
う
！

　

３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
起
き
ま

し
た
。
震
災
当
初
に
す
べ
き
こ
と
は
、
あ
た

た
か
い
食
事
と
あ
た
た
か
い
お
風
呂
を
提
供

し
、
医
療
支
援
を
行
う
こ
と
。
私
は
３
月

中
旬
に
他
の
医
師
た
ち
や
看
護
師
と
被
災

地
に
赴
き
、
診
察
、
物
資
の
支
援
、
炊
き

出
し
ほ
か
、「
千
人
風
呂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

立
ち
上
げ
、
多
く
の
被
災
地
の
方
々
に
お

風
呂
に
入
っ
て
も
ら
う
と
い
っ
た
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
も
う
震
災
か
ら
約
４
ヵ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
今
、
被
災
地
の
方
々
を
元
気
づ

け
る
の
に
必
要
な
の
は
、
何
よ
り
も
雇
用
で

す
。
仕
事
が
あ
り
、
働
き
始
め
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
や
が
て
元
気
に
な
り
、
希
望
が
見

え
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
日
本
全
体
が

自
粛
せ
ず
、
被
災
地
に
少
し
で
も
多
く
の
お

金
を
回
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

震
災
直
後
、
電
車
の
な
か
で
旅
行
に
行

く
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し

た
。「
鎌
田
先
生
、
こ
ん
な
時
期
に
旅
行
に

行
く
の
は
不
謹
慎
で
し
ょ
う
か
？
」と
。「
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
セ
ル
し

た
ら
そ
の
分
、
誰
か
の
収
入

が
減
り
、
仕
事
が
減
り
、

経
済
が
弱
ま
っ
て
し
ま

う
。
今
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
旅
行
に

行
っ
て
お
金
を
使
う
の
は
い
い
こ
と
で
す
」と

答
え
ま
し
た
。

　

震
災
で
萎
縮
し
て
し
ま
っ
て
い
る
せ
い
か
、

今
も
お
金
を
使
わ
な
い
人
が
多
い
と
感
じ
ま

す
。
こ
う
し
た
動
き
が
広
が
る
ほ
ど
、
回
り

回
っ
て
被
災
さ
れ
た
方
の
雇
用
や
収
入
機
会

を
奪
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

震
災
で
家
や
車
を
流
さ
れ
、
家
財
道
具

を
一
切
失
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
で

も
そ
の
分
、
そ
れ
だ
け
の
モ
ノ
が
今
後
、
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
復
興
需
要
は
約
25
兆

円
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
25

兆
円
分
、
日
本
経
済
が
成
長
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
。
そ
う
私
は
考
え
て
日
本

経
済
の
先
行
き
に
は
楽
観
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
人
生
が
豊
か
に
な
る
こ
と
に
消

費
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
復
興
需
要
で
成

長
す
る
企
業
に
投
資
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
企
業
は
工
場
の
再
建
や
新
た
な
生
産

活
動
の
た
め
に
お
金
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
個
人
が
そ
の
資
金
を
提
供
す
る
担
い

手
と
な
れ
ば
、
復
興
が
早
ま
り
、
日
本
経

済
は
回
復
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
や
が

て
投
資
し
た
個
人
に
利
益
と
な
っ
て
返
っ
て

く
る
は
ず
で
す
。

　

ど
の
企
業
を
応
援
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
け
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
銘
柄
に
分
散
投
資

す
る
投
資
信
託
を
使
う
と
よ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
投
資
信
託
な
ど
を
通
じ
て
資
金
を

提
供
し
、
お
金
を
回
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
、

私
た
ち
が
す
ぐ
に
で
き
る
復
興
支
援
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

かまた・みのる／医師・作家。1948年東京生まれ。東京医科歯科大学医学
部卒業。36年間、医師として地域医療に携わり、チェルノブイリとイラクの
救援活動にも取り組む。ベストセラー『がんばらない』をはじめ、『ウェットな資
本主義』など著書多数。現在、諏訪中央病院名誉院長。

鎌 田 實
自 分 ら し く
お 金 を 使 うこと

自 分 ら し く
生 き る こ と は 第

一
回
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特

集

は
ち
に
の
資
産
運
用
セ
ミ
ナ
ー

誌
上
報
告

八
十
二
銀
行
は
２
０
１
１
年
５
月
21
日
か
ら
６
月
14
日
ま
で
の
間
、
恒
例
の「
は
ち
に
の
資
産

運
用
セ
ミ
ナ
ー
」（
協
賛
：
日
興
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
史
上
最
多

の
県
内
17
カ
所
で
実
施
。
参
加
者
は
の
べ
5
0
0
人
に
の
ぼ
り
、
ど
の
会
場
で
も
講
師
の
話
を

熱
心
に
メ
モ
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

外
国
人
投
資
家
が
日
本
株
に
注
目

　

日
本
が
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の

事
態
に
直
面
す
る
と
、
米
国
な
ど
海
外
の
株

式
市
場
も
い
っ
た
ん
下
落
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
多
く
が
震
災
前
の
水
準
ま
で
戻
っ
て

い
ま
す
。
日
本
の
株
式
市
場
や
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｉ

Ｔ（
国
内
の
不
動
産
投
資
信
託
証
券
）市
場

も
下
落
し
た
後
、
あ
る
程
度
の
水
準
ま
で
戻

し
て
い
ま
す【
P
６
図
表
１
】。

　

日
本
の
株
式
市
場
の
動
き
は
当
分
不
透
明

感
が
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
が
、
現
状
の
水
準
で
も

み
合
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
今
の
株
価

水
準
を「
割
安
」と
見
て
日
本
株
を
購
入
す

る
投
資
家
、
特
に
外
国
人
投
資
家
が
世
界

中
に
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
道
路
や
港
、
工
場
、
住

宅
な
ど
へ
の
被
害
規
模
は
阪
神
大
震
災
を
大

幅
に
上
回
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
消
費

の
手
控
え
が
加
わ
る
た
め
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国

内
総
生
産
）成
長
率
と
呼
ば
れ
る
指
標
か
ら

見
た
２
０
１
１
年
前
半
の
日
本
経
済
は
マ
イ

ナ
ス
成
長
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
秋
以
降
か
ら
２
０
１
２
年
前
半

に
つ
い
て
は
、「
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
公
共

投
資
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
日
本
経

済
は
プ
ラ
ス
成
長
に
転
じ
る
だ
ろ
う
」と
の

見
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
原
発
事
故
な
ど
の

２
０
１
１
年
こ
れ
か
ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
展
望

〜
日
本
の
底
力
へ
の
期
待
と
世
界
経
済
回
復
の
流
れ
〜

日
興
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

資
産
運
用
サ
ポ
ー
ト
部

シ
ニ
ア 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

講
師
　
中
島 

ま
ゆ
み
氏（
上
田
会
場
）

第1部

本
特
集
の
記
事
や
デ
ー
タ
な
ど
は
セ

ミ
ナ
ー
開
催
時
点
で
の
見
解
で
あ
り
、

将
来
の
市
場
環
境
や
運
用
成
果
な
ど

を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

駒ヶ根

岡谷

浅川若槻

17
会
場
で
計
5
0
0
人
が
参
加
！　

「
分
散
投
資
」の
魅
力
を
再
発
見

八幡

市田
伝馬町

伊那

佐久
松本

豊科
大町
更埴
長野 中野

広丘

諏訪

上田

「はちにの資産運用セミナー」史上初！
 県内17カ所で集中開催



【図表1】東日本大震災後の株価の動き
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※すべて現地通貨ベース 

不
安
材
料
は
あ
る
も
の
の
、
２
０
１
１
年
後

半
か
ら
２
０
１
２
年
前
半
に
か
け
て
は
生
産

活
動
の
回
復
も
進
み
、
輸
出
も
伸
び
て
い
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
統
領
選
前
年
は
景
気
回
復
に
注
力

　
一
方
、
世
界
経
済
は
、
２
０
０
８
年
秋
の

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
の
流
れ

が
継
続
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際

通
貨
基
金
）は
２
０
１
１
年
と
２
０
１
２
年
の

経
済
成
長
率
予
想
を
、
東
日
本
大
震
災
前

の
２
０
１
１
年
１
月
発
表
の
水
準
に
据
え
置

き
ま
し
た【
図
表
２
】。

　

地
域
別
に
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
は
米
国
。
日
興
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
は
、
低
金
利
な
ど
の
金
融
緩
和
政

策
、
ブ
ッ
シ
ュ
減
税
の
延
長
、
オ
バ
マ
政
権

の
企
業
寄
り
へ
の
姿
勢
転
換
な
ど
に
支
え
ら

れ
、
２
０
１
１
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
プ

ラ
ス
２
％
台
半
ば
に
な
る
と
想
定
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
２
年
に
は
大
統
領
選
挙
が
あ
る

た
め
、
政
府
は
今
後
、
雇
用
創
出
な
ど
の
景

気
回
復
策
に
一
層
力
を
入
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

欧
州
の
ユ
ー
ロ
圏
で
は
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
財
政
赤
字
の
大

き
さ
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。「
国
と
し

て
、
借
り
た
お
金
を
返
せ
る
の
か
」が
心
配

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
ユ
ー
ロ
圏
全
体
を
見
わ
た

す
と
、
ギ
リ
シ
ャ
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
な
ど
南
部
の
国
々
は
巨

額
の
財
政
赤
字
が
不
安
視

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
北
部
の

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
済

は
好
調
で
す
。

　

実
は
ユ
ー
ロ
圏
経
済
で

は
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の

２
カ
国
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア

を
握
っ
て
い
ま
す
。
G
D
P

規
模
で
み
る
と
ギ
リ
シ
ャ
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
３
カ
国
を
足
し
て
も
ド

イ
ツ
の
３
分
の
１
以
下
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

　
ユ
ー
ロ
圏
経
済
の
今
後
は
、
リ
ー
ダ
ー
格

の
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
け
ん
引
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
興
国
が
世
界
経
済
を
け
ん
引

　

外
国
人
投
資
家
が
日
本
株
を
積
極
的
に

購
入
し
て
い
る
よ
う
に
、
海
外
は
日
本
経
済

の
底
力
に
高
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
世
界
的
に
は
景
気
回
復
の
流
れ
が
続
い

て
い
ま
す
。
株
式
や
新
興
国
・
資
源
国
通

貨
な
ど
の
リ
ス
ク
資
産
へ
の
資
金
流
入
は
こ

れ
か
ら
も
続
く
で
し
ょ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
新
興
国
・
資
源
国
の
イ
ン
フ

レ
拡
大
や
欧
州
債
務
問
題
な
ど
リ
ス
ク
要
因

も
存
在
し
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
問
題
が

一
時
的
に
顕
在
化
す
る
場
面
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
新
興
国
が
け
ん
引
す
る
世

界
的
な
景
気
回
復
の
持
続
を
背
景
に
、
価

格
上
昇
が
期
待
で
き
る
株
式
や
、
相
対
的

に
高
い
金
利
水
準
の
債
券
に
投
資
す
る
意
義

は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

セミナー終了後に講師に直接質問する方も（上田会場）

外国人投資家が
割安となった
日本株を購入

【図表2】IMFの世界経済見通し（実質GDP成長率）

出所：IMF「World Economic Outlook,April2011」

世界

先進国

新興国

2010年

5.0％

3.0％

7.3％

4.4％

2011年
1月時点

2011年
4月時点 差 差2011年

1月時点
2011年
4月時点

2.5％

6.5％

4.4％

2.4％

6.5％

0.0

－0.1

0.0

4.5％

2.5％

6.5％

4.5％

2.6％

6.5％

0.0

0.1

0.0

2011年予想 2012年予想

（　　　　　）中国、
インドなど

（　　　　　）米国、
日本など

ドイツ株式
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出所：日興アセットマネジメント

成長率予想は震災前（1月）と震災後（4月）で同じ。
「世界経済は回復傾向」との見方に変化はない



特集はちにの資産運用セミナー 誌上報告

運
用
成
績
は
為
替
相
場
が
カ
ギ

　

み
な
さ
ん
は「
資
産
分
散
投
資
」を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
値
動
き
の
特
徴
の
異
な
る

資
産
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

単
体
に
投
資
し
た
場
合
に
比
べ
て
運
用
成
果

の
安
定
化
が
期
待
で
き
ま
す【
図
表
３
】。

　

特
に
、
財
産
を「
不
動
産
」「
現
金（
預
金
）」

「
株
式
」に
分
け
て
運
用
す
る
こ
と
を「
財
産

３
分
法
」と
い
い
ま
す
。
最
近
の
よ
う
な
低

金
利
下
で
は
、
現
金
を
よ
り
利
回
り
の
高
い

債
券
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
『
財
産
３
分
法
フ
ァ
ン
ド
』で
は
、
そ
の
中

の「
債
券
」部
分
を
海
外
債
券
に
投
資
し
て
い

ま
す
。
海
外
債
券
へ
の
投
資
で
は
、
相
対
的

に
高
い
金
利
水
準
で
の
運
用
が
可
能
な
こ
と

に
加
え
、
為
替
に
よ
る
収
益
獲
得
チ
ャ
ン
ス

を
得
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。
投
資
時
よ
り
そ
の
国
の
通
貨
に
対

し
円
安
が
進
む
と
、
円
で
の
受
取
金
額
が
大

き
く
な
り
、
反
対
に
円
高
が
進
ん
だ
場
合
、

収
益
に
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
、『
財
産
３
分
法
』の
運
用

成
績
は
為
替
相
場
が
カ
ギ
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
押
え
て
お
き
た
い
の
が
、「
為
替
は

金
利
に
敏
感
、
危
機
に
も
敏
感
」と
い
う
為

替
の
原
理
原
則
で
す【
図
表
４
】。

　
【
P
８
図
表
5
】は『
財
産
３
分
法
フ
ァ
ン

ド
』の
商
品
設
計
、【
P
８
図
表
6
】は
設
定
か

ら
２
０
１
１
年
３
月
31
日
ま
で
の
基
準
価
額

の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
基
準
価
額
は
日
々
上
下
を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
が
、
動
き
の
要
因
を
分
析
す
る
と
、

実
は
為
替
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た【
P
８
図
表
7
】。

よ
り
キ
メ
細
か
く
資
産
を
分
散

　
一
方
、『
世
界
の
財
産
３
分
法
フ
ァ
ン
ド
』

第2部

フ
ァ
ン
ド
の
運
用
報
告
と
分
散
投
資
の
魅
力

①
財
産
３
分
法
フ
ァ
ン
ド（
不
動
産・債
券・株
式
）毎
月
分
配
型

②
世
界
の
財
産
３
分
法
フ
ァ
ン
ド（
不
動
産・債
券・株
式
）毎
月
分
配
型

【図表3】「3資産合成」は、各単体の資産に比べて安定的に推移している

【図表4】運用成績のカギとなる為替は「金利」に敏感、「危機」にも敏感

短期の為替の動きは「突風」に左右されやすいが、長期では「金利」動向に影響を受けるケースが見受けられる

国内不動産投信：東証REIT指数（配当込み）、海外債券：シティグループ世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）、日本株式：日経平
均株価（225種・東証）※合成指数は「国内不動産投信：25％」「海外債券：50％」「日本株式：25％」の比率で毎営業日リバランスを行い、合成
した指数です

※2003年3月31日を10,000として指数化

国内不動産投信
30,000

20,000

10,000

2004年3月 06年3月 08年3月 10年3月 11年3月

日本株式 海外債券 合成指数
「国内不動産投信：25％」
「海外債券：50％」
「日本株式：25％」

日
興
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

資
産
運
用
サ
ポ
ー
ト
部

シ
ニ
ア 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

講
師
　
仲
田 

廉
之
氏（
浅
川
若
槻
会
場
）
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は
、
前
述
の『
財
産
３
分
法
フ
ァ
ン
ド
』の

組
入
資
産
に「
国
内
債
券
」「
海
外
株
式
」

「
海
外
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
」を
加
え
、
よ
り
キ
メ
細
か

い
資
産
分
散
に
な
っ
て
い
ま
す【
P
８
図
表

出所：日興アセットマネジメント

原理原則① 原理原則②「金利」に敏感 「危機」に敏感

通貨

5

安

通常の相場環境ならば
金利の低い　 が売られ、

金利の高い　 が買われやすい

（ユーロ高・円安など）0

％

％

A B

B高A

A

通貨 B

金利差拡大

損をしたくない投資マネーは
“臆病”な傾向がある

経済危機など「突風」が吹くと、左の
　　　　　 と逆の動きをすることも原理原則①



【図表5】ファンドの仕組み 【図表8】ファンドの仕組み

【図表6】基準価額の推移 【図表9】基準価額の推移

※基準価額は信託報酬（年率0.9975％（税抜0.95％））控除後の1万口当たりの値です
※税引前分配金再投資ベース（青線）とは、税引前分配金を再投資したものとして計算した理論上のものです

20,000
（円） （円）

18,000
16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000

4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000
10,000
11,000
12,000
13,000
14,000

2006年3月 07年3月 08年3月 09年3月 10年3月2004年8月 06年8月 08年8月 10年8月

2003年8月5日（設定日）～2011年3月31日
基準価額（税引前分配金再投資ベース）
基準価額（税引前分配金控除後）

2005年9月29日（設定日）～2011年3月31日

どちらも資産の半分は為替相場の影響を受ける海外の資産が占める（★部分）

海外債券 海外
債券

海外REIT

国内REIT

1
2 1

6
1
6

1
6

1
6

国内REIT
1
4

国内株式

国内株式国内債券

1
4

【図表7】海外の資産部分には円安はプラス、円高はマイナスに影響する

※価格変動などに関する説明は一般論であり、実際はこれと異なる動きをする場合があります

円安
円高

円
高

円
安

資産価値は上がる傾向

為替差損
為替差益

円ベースの価値上昇

円ベースの価値低下

資産価値は下がる傾向

青　　　線：払い出した分配金を加味した運用の実績
オレンジ線：基準価額の推移

海外
株式
1
6

1
6

特集はちにの資産運用セミナー 誌上報告

不動産（REIT）
を基本とします1
3

債券 株式
を基本とします1
3を基本とします1

3

財産３分法ファンド
（不動産・債券・株式）毎月分配型

世界の財産３分法ファンド
（不動産・債券・株式）毎月分配型

基準価額（税引前分配金再投資ベース）
基準価額（税引前分配金控除後）

分配金 設定来合計：5,820円 分配金 設定来合計：3,570円

8は ち に の マ ネ ー ら い ふ

8
】。

　
『
世
界
の
財
産
３
分
法
フ
ァ
ン
ド
』の
設
定

か
ら
２
０
１
１
年
３
月
31
日
ま
で
の
基
準
価

額
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
8
ペ
ー
ジ

【
P
８
図
表
9
】で
す
。

　

最
後
に
分
配
金
の
お
支
払
い
方
針
に
つ
い

て
。
分
配
金
額
は
、
フ
ァ
ン
ド
が
組
み
入
れ

て
い
る
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ・
債
券
・
株
式
か
ら
得
ら

え
る
分
配
金
・
利
子
・
配
当
金
を
中
心
に
、

各
資
産
の
値
上
が
り
分
な
ど
も
考
慮
し
て
決

定
し
て
い
ま
す
。　

毎
月
分
配
の
継
続
目
指
す
工
夫

イ
メ
ー
ジ

★

★

★ ★

　

仮
に
、
特
定
の
資
産
が
大
き
く
値
上
が

り
し
て
も
、
そ
の
分
全
部
を
分
配
金
に
回
す

の
で
は
な
く
、
フ
ァ
ン
ド
内
に
一
部
を
留
め

置
き
ま
す
。
こ
う
し
て
安
定
・
継
続
的
に

分
配
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
両
フ
ァ
ン
ド
と
も
長
期
の
資
産
形

成
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

参
●今回の参加で３回目になります。素人でも数をこなすと解ってきますね！  よかったです （70代 女性）

●世界経済の動きと、個人の保有資産の動きの連動性や関連性が理解できた （70代 男性）

●財産3分法を持っており基準価額が下がり不安であったが、原因が解り少し安心した （60代 男性）

●はじめて参加させていただきました。特に分散投資の必要性が参考になりました （70代 女性）

●これからのマーケット展望が参考になった。震災後の早期復興に期待します （50代 女性）

●投資資産（株式・債券・リート・為替）4つが持つ原理原則があらためて参考になった （70代 男性）

●セミナーを今後も定期的に開催し最新の経済状況・動向の情報提供を期待します （60代 男性）

加

者

の

声
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　八十二銀行は、グループ会社の八十二証券との連携
を強化しています。県内115店舗および高田支店の計
116店舗では八十二証券の金融商品をご紹介。お客さ
まには、いつもの銀行窓口で、話題のファンドや銀行で
お取扱いしていない金融商品をお選びいただけます。
　八十二銀行と八十
二証券の共同店舗も
順次拡大中です。ワ
ンストップで便利な
サービスを、ぜひご自
身の資産設計にご活
用ください。

八十二証券の商品を
八十二銀行でもお選びいただけます

いつもの銀行窓口で
さまざまな運用商品の
検討ができる！

八十二銀行
佐久中央支店

（八十二証券より出向中）
上野 哲也さん

八十二銀行
佐久中央支店
新海 晶子さん

八十二銀行伊那市駅前支店にある
八十二証券の窓口（手前）

八十二銀行の支店で
証券の商品もあわせて
資産管理できます！

八十二証券の
幅広いラインナップを
銀行でどうぞ！

八十二銀行の窓口でもお選びいただける八十二証券の投資信託ラインナップ

国内

債
　
券

株
　
式

海外

グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型）

ユーロランド・ソブリン・インカム

新興国公社債オープン（通貨選択型）
三菱UFJ新興国債券ファンド（通貨選択シリーズ）
HSBCブラジル債券オープン（毎月決算型）
インドネシア債券ファンド（毎月分配型）

シュローダー・エマージング株式ファンド
《愛称：かぶしき花子》
HSBCアジア・プラス

アジア・ターゲット・エクイティ・オープン
PCAインド株式オープン
HSBCブラジルオープン
新都市中国株式ファンド
《愛称：チャイナタウン21》

野村インデックスファンド《愛称：Funds-i》オンライントレード専用ファンド

UBS公益・金融社債ファンド（為替ヘッジあり）
《愛称：わかば》

シュローダー・エマージング・ソブリン債券
（現地通貨建て）ファンド《愛称：さいけん太郎》

クロッキー日本株プラス（３ヵ月決算型）
《愛称：ダブルインカム》

先進国中心 新興国中心

八十二証券とは…

1949年に設立されたアルプス証券が
前身。2006年に八十二銀行の100％
グループ会社となり、2007年9月に現
社名になりました。県内に11の店舗
（長野、昭和通り、須坂、千曲、上田、小
諸、佐久、松本、諏訪、伊那、飯田）を
持ち、長野県に密着した証券会社とし
てサービスを展開しています。八十二
証券の高度で専門的な投資コンサル
ティングを多くのお客さまに利用して
いただくため、八十二銀行との協力関
係を進めています。

「銀行」と「証券」の
共同店舗マップ

須坂

伊那市駅前

飯田駅前

★

★

★

※上記は、2011年6月17日現在の内容です。各ファンドの詳細やリスク・手数料等については、各ファンドの目論見書等で十分にご確認ください。
　詳しくは、お近くの八十二銀行窓口へお問い合わせください。

共同店舗以外でも、
県内115店舗＆高田支店（新潟）で

ご相談受付中！
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八十二銀行＆八十二証券＆三菱UFJ投信
3社共催資産運用セミナー

『三菱UFJ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ』（毎月分配型）
〈円コース〉／〈米ドルコース〉／〈ユーロコース〉／〈豪ドルコース〉／
〈ブラジルレアルコース〉／〈南アフリカランドコース〉／〈トルコリラコース〉／
〈中国元コース〉／〈インドネシアルピアコース〉／〈資源国バスケット通貨コース〉
『三菱UFJ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ』（毎月分配型）は上記のファンド
コースで構成＊。主として米ドル建ての新興国債券を実質的な主要投資とします。
＊マネープールファンド除く

八十二銀行と八十二証券
ワンストップ
サービスのカタチ

ファンド運用の3つのポイント

為替ヘッジプレミアム（コスト）

　八十二銀行と八十二証券、それに運用会社の三菱UFJ
投信は2011年7月23日、資産運用セミナーを開催。銀行、
証券、運用会社の3社合同は初めての試みです。
　セミナーのテーマと日程は下記のとおりです。第一部
では、皆さまの関心の高い2011年夏以降の日本と世界

の経済見通しについて八十二証券の担当者がわかりや
すく解説。第二部では、「『攻め』と『守り』のコア・サテラ
イト戦略」と題し、三菱UFJ投信の担当者がこれからの
経済の方向性を見すえた運用手法のポイントを紹介する
構成です。

米ドル建ての新興国債券へ実質的な投資を行
い、高水準の利子収入の獲得をめざします。

米ドルと各ファンドの対象通貨の短期金利差に
注目します。対象通貨が米国金利より高い金利
（短期金利）のファンドでは、「為替ヘッジプレミ
アム」の獲得が期待できます。
一方、対象通貨が米国金利より低い金利のファ
ンドでは、「為替ヘッジコスト」が生じます。

選択したファンドに該当する通貨が対円で上昇
（円安）した場合には、為替差益を獲得すること
ができます。
一方、下落（円高）の場合は、為替差損による
損失を被ります。円コースでは円で為替ヘッジ
を行うことで為替変動リスクの低減を図ります。

●第一部：2011年後半のマーケット展望
～震災後の日本と世界経済の潮流～
講師：八十二証券株式会社　担当者

●第二部：「攻め」と「守り」のコア・サテライト戦略
～新たな運用資産へのアプローチとポートフォリオ構築～
講師：三菱ＵＦＪ投信株式会社　担当者

●長野会場 ホテル メトロポリタン長野
第1部10：00～11：00   第2部11：00～12：00

●松本会場 ホテル ブエナビスタ
第1部13：30～14：30   第2部14：30～15：30

2 為替の変動3米ドル建て新興国債券の高い利回り1

※事前予約制

※第二部は、個別商品に関する内容を含み、商品の紹介・ご購入に向けての勧誘を
　行う場合がありますので、ご希望者のみのご参加となります。

7月23日（土）日　程

新たな局面を迎えた世界経済と投資戦略テーマ

各会場 150名様定　員

八十二証券が
提供する

三菱UFJ投信の
ファンドをご紹介

1
その

無料
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は ち に の マ ネ ー ら い ふ 14

南松本支店南松本支店

休日にゆっくり資産運用の相談がしたい――。こうした
お客さまのニーズにお応えし、八十二銀行では、平日
だけでなく土・日・祝日の9時～17時まで営業している
「82プラザ」にてローン・資産運用・年金などのご相談
を承っています。

82プラザ浅川若槻（浅川若槻支店）、82プラザ今井（今井支店）、
82プラザ上田東（上田東支店内）、82プラザ佐久中央（佐久中央
支店）、82プラザ南松本（南松本支店内）、82プラザ広丘（広丘支
店内）、82プラザ伝馬町（伝馬町支店）

　長野県を舞台にしたNHKの連続テレビ小説
『おひさま』。松本市内でも撮影が行われ、あが
たの森公園、美ヶ原高原などがロケ地となりま
した。
　番組を見てからあらためてこれらの場所を
訪れると今までとは違った魅力が感じられるか
も。この機会に訪れてみてはいかがでしょうか。

須藤春樹が通った松
本高校という設定の
あがたの森公園

W
E LOVE MINAMI

-M

AT
SU
M
O
T
O

W
E 
LO
VE
 M

INA
MI-MATSUMOTO

南松本
We

お気

（82プラザ南松本）

軽にどうぞ

支店周辺の注目スポット

南松本支店　支店長

82プラザ南松本のMA（マネーアドバイザー）一同

　国道19号線沿いでアクセスが良く、ＡＴＭ
が８台あり、多くのお客さまにご利用いただ
いています。
　当店内にある82プラザ南松本は、土・日・
祝日も営業しておりますので、ぜひ資産運用
やライフプランについてご相談ください。

山田 明彦

土・日・祝も営業！ 資産運用相談は「82プラザ」へ！

さん

ドラマ『おひさま』の
中で須藤陽子たちが
訪れた松本城

長野県内の82プラザ
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